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特別報告 

 

カイロカイロカイロカイロ用の鉄さび反応の話と火力発電設備における硫酸露点腐食用の鉄さび反応の話と火力発電設備における硫酸露点腐食用の鉄さび反応の話と火力発電設備における硫酸露点腐食用の鉄さび反応の話と火力発電設備における硫酸露点腐食    
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  鉄は水中の酸素、水と反応して、下記のさびを生成し、その時に発熱する（ΔH: 発熱量）。カイロが実用

的な暖房効果を発揮するためには、水の量が極端に少なく、酸素量が極端に大きくなければならない。酸素

吸着剤に活性炭を利用する。 

 

 カイロの発熱反応式は（１）～（３）が進行する。 
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 上記の三式は、いずれも鉄さびが発生すると同時に発熱する。すなわちカイロの温もりが発揮される。実際

にサビが発生しているかどうか、使用直後のカイロを調べると、数の鉄の赤さびが生成していることが分かっ

た(2021.12.18)。 

 

 

                        図 1.  カイロに発生する鉄さび 
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日本経済新聞に掲載されたカイロの発熱メカニズムを下図に示す（2021.12.11 日経新聞） 

 

   

      図 2.  カイロの発熱メカニズム（2021.12.11 日経新聞） 

 

 

 ２．火力発電所における空気予熱器の硫酸露点腐食における活性炭の役割

２．火力発電所における空気予熱器の硫酸露点腐食における活性炭の役割２．火力発電所における空気予熱器の硫酸露点腐食における活性炭の役割

２．火力発電所における空気予熱器の硫酸露点腐食における活性炭の役割 

  

 

長野博夫博士論文：低合金鋼の劉さん露点腐食に関する研究、京都大学提出(1975.5) 

 

 最近のカイロは活性炭を酸素の吸収・発生源としてうまく活用しています。一方、鋼の腐食機構解明におい

て、活性炭の役割に注目した論文をご紹介します。もう、46 年前の博士論文にさかのぼります。 

 下図の重油専焼ボイラーの鋼製空気予熱器において、硫酸露点腐食が生じます。硫酸露点腐食過程は、時間に

対してⅠ、Ⅱ、Ⅲの過程に従い進行し、腐食速度は主に第三段階の高濃度硫酸、60℃～180℃の条件で決まりま

す。微量の Cu-Cr 含有鋼の高耐食性の理由を次頁に示すように、硫酸中に活性炭の性質を有する未燃炭素が多

量に存在し、活性炭表面の酸素により Cu-Cr 鋼の不動態化を促進します。 
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  長野博夫, 松村昌信：最新さびの基本の仕組み  腐食の常識「第 2 版」、秀和システム   

  （2016.7.15） 
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